
３年卒業制度 

 政治経済学部では、2007年度入学生より、極めて優秀な成績で所定の要件を満たし、かつ本人が希望

する場合に限り、３年終了時に卒業できる制度を設けている。 

１．申請時期 

２年終了時 

２．出願条件 

(1) ２年終了時の修得単位が80単位以上（卒業非算入科目は除く） 

(2) ２年終了時の全修得科目（卒業非算入科目は除く）のGPAが3.0以上 

(3) ２年終了時の専門科目（政治学、経済学、分析手法、方法論）のGPAが3.0以上 

３．科目登録 

(1) 判定の結果、３年卒業制度が適用できると判断された学生は３年次に年間44単位まで登録が可能と

なる。 

(2) 専門演習（「政治学演習Ⅰ・Ⅱ」、「経済学演習Ⅰ・Ⅱ」、「国際政治経済学演習Ⅰ・Ⅱ」、

「ジャーナリズム・メディア演習Ⅰ・Ⅱ」、「学際領域演習Ⅰ・Ⅱ」のいずれか計４単位）と「演習

論文」（秋学期３単位）を必修する。 

４．卒業判定 

(1) 修得単位が124単位以上、全修得科目（卒業非算入科目は除く）のGPAが3.0以上 

(2) 専門科目（政治学、経済学、分析手法、方法論）のGPAが3.0以上 

(3) 専門演習および演習論文を合格 

５．学費の取り扱い 

３年卒業をした場合、４年次以降の学費は徴収しない。 

６．辞退・取消 

(1) 申請後辞退することは可能である。辞退した時点で、年間40単位が上限となるように登録科目を 

取り消さなければならない。 

(2) ３年春学期終了時点で要件を満たさないことが判明した場合には、秋学期に科目登録できる単位数

を調整の上、年間40単位となるようにする。 

(3) ３年終了時に要件を満たしていないことが判明した場合には、「演習論文」（秋学期３単位）を 

取り消す。 

７．進学・就職について 

現時点で３年卒業に配慮している大学院・企業は限定されている。 

自身で良く調べて今後のキャリアプランを考える必要がある。 

 


